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改革・改善活動を全庁的に広げていくため、改
革・改善の実例や工夫した事業などの成果を共有す
る場です。
職員や組織が主体的に改革改善を進め、実践して
いくことを重視しており、優良事例を広げ、組織に
浸透させるために「有言実行発表会」を開催してい
ます。
平成１６年度から始まり、今回で第２０回を迎え
ました。
職員一人ひとり、またはグループ等が、自らの業
務を主体的に改善する「一人一改善」では、今年度
７５０件もの事例報告がありました！
その中でも、本日発表する１３事例は厳選された
事例です。改善のきっかけやプロセス
にも注目していただくことで、皆さん
の業務を改善する気づきを与えてくれ
るはずです。

有言実行発表会とは
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発表会スケジュール

２

No. 内容
開始
時間

備考

１ 開会 １３：３０

２ 市長挨拶 １３：３１

３ 趣旨説明等 １３：３６
招待自治体紹介、資料確認、
趣旨説明

４ スケジュール説明 １３：４０

５ ルール説明（審査について） １３：４２

６
第１ピリオド
事例発表×７グループ
（発表時間５分・交代時間4分）

１３：４７

７ ＊休憩＊ １４：５４

８
第２ピリオド
事例発表×６グループ
（発表時間５分・交代時間4分）

１５：０４

９ ＊休憩＊ １５：５８

１０ 一人一改善
紹介＆表彰

１６：０８
優秀賞（１事例）
奨励賞（２事例）

１１ 職員提案
紹介＆表彰

１６：１８
優秀賞（１事例）
奨励賞（２事例）

１２ 審査結果 発表＆表彰 １６：２８

優秀賞
来賓特別賞
市長賞
有言実行大賞

１３ 市長講評 １６：３８

１４ 閉会 １６：４４

１５ 終了 １６：４５



審査ルール説明

審査員
・市長を含む常勤の特別職の職員
・部長級職員
・他自治体・団体などからお越しいただいた来賓の方々

審査基準

①効果持続性 …市民サービスの向上や財政効果及び、改善効果の長期的な

持続が期待できるか

②汎用性 …発想や手法を他の業務に応用することが期待できるか

③プレゼン力 …発表が簡潔で分かりやすく、聞き手の業務改善に対する意欲の

向上が期待できるか

審査員の皆様には、これら３つの審査基準ごとに１～５点、合計１５点満点で

採点をしていただきます。

審査手順 －以下の手順で審査・集計し、賞を決定します－

①各発表の終了後に、投票フォームにて採点、投票をしていただきます
②すべての発表終了後に、委員が投票の集計を行います
③合計得点などをもとに、以下の各賞を決定します

◆有言実行大賞 … 評価が最も高かった事例

◆市長賞 … 市長の評価が最も高かった事例

◆来賓特別賞 … 来賓の方々の評価が最も高かった事例

◆優秀賞 … 上記以外で評価が最も高かった事例

※事例ごとに受賞できる賞は1つです。重複して受賞することはありません。

なお、持ち時間(５分)を超えた場合は、合計点数から減点します。

また、発表開始から４分３０秒の時点で、１回ベルを鳴らして時間経過を

お知らせします。持ち時間５分を経過した場合には２回ベルを鳴らします。
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発表事例一覧

８
上下水道局
総務課

安全衛生ビデオ学習会
～視聴時間の自由化～

９
市民医療センター

看護科
病床利用率向上への取組み

１０ 産業経済部
３課共同運営SNSところんぶす
“３課”寄れば文殊の知恵

１１ 障害福祉課
障害者施設との協力による
動画編集の外部化

１２
富岡まちづくり

センター
スマホは世代を繋ぐ架け橋！
富岡シニアスマホ学園

１３ 社会教育課 簡単リノベで空間活用！学習スペース(仮)

１ 健康づくり支援課
一致団結！
健康増進普及月間イベント

２ 資産税課
オープンデータや庁内データを利用した
QGIS（評価図システム）の活用

３ 文書行政課
固定観念に捉われない！
要綱改正方法の変更

４ こども政策課
届け！！！
情報発信するうえで大事なこと

５
マチごとエコタウン

推進課
“役所っぽい”から“伝わる”チラシへ

６ 広報課
自治体DXサービス
「チラデジ」の活用

７ 公園課
さぁ！魅力あふれるカルチャーパークへ
～our approach to make Culture park 
better～

第１ピリオド

第２ピリオド
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2 改善の内容

９月の健康増進普及月間イベントを健康推進部内で
共同開催し、市民の健康増進に向けた普及啓発を
行った。また、民間企業とも連携した。

1 改善のきっかけ

健康が大切と分かっていても、ついつい後回しにし
がち。『一人でも多くの市民に興味をもってもらい
たい』『生活習慣改善の重要性を広く届けたい』と
いう思いから、魅力ある効果的なイベント実現に向
けて「連携」を強化。

3 改善の効果

多職種や民間企業との連携により健康増進に関する
取り組みや情報を幅広く周知できた。多くの市民か
ら「様々な情報が得られた。」「普段の生活習慣を
振り返る機会となった。」との声が聞かれた。

健康づくり支援課

一致団結！
健康増進普及月間イベント

発表者:岡野

５



多職種や民間企業との連携により、
健康増進に関する取り組みや情報を広く周知

健康増進普及月間の様子

民間企業と連携した測定

２日間で延べ２８４名の方が参加され、
健康増進に向けた呼びかけができた。

健康づくり支援課 保健医療課

国民健康保険課
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2 改善の内容

フリーソフトの地理情報システム“QGIS”を導入し、
これまで紙で管理していたデータをデジタル化。こ
れまで別々のアプリケーションを使用していた航空
写真と評価図（土地の評価をするための地図）につ
いても、QGISのみで使用できるようにした。

1 改善のきっかけ

紙ベースでの情報管理が多く、机の上に収まりきら
ず、紙と紙を交互に見ながらの作業のため、ミスも
起こりやすかった。デジタルデータについても、複
数のアプリを使用するなど、非効率的だった。地理
情報システムの導入コストが数年で数千万円規模と
いうこともあり、ローコストで使用できるものを探
していた。

3 改善の効果

レイヤ機能により複数の情報を１つの画面で完結で
き、ほぼ紙ベースでの図面等の使用が０に。その結
果作業効率が大幅に向上。ミスも起こりにくくなり、
住民サービスの向上へつながった。また、ノーコス
トのため、大幅なコスト削減にもつながった。

資産税課
オープンデータや庁内データを利用した
QGIS（評価図システム）の活用

発表者:野口、大内、中村
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2 改善の内容

要綱改正時の「改め文」＋「新旧対照表」セットを、
国や他自治体の方向性等も確認した上で、
「新旧対照表」のみに変更！！

1 改善のきっかけ

所沢市における要綱の改正本数は200～300本/年。
要綱改正時には「改め文」＋「新旧対照表」が必要。
着任１年目（例規業務未経験）の職員が「両方セッ
トで必要？」と固定観念に捉われずに疑問を投げか
けた。

3 改善の効果

① 要綱改正を起案する原課の職員、要綱改正を
チェックする法務推進室職員双方の業務負担を
軽減（年600時間以上に相当！）

② 年間数百枚単位でのペーパーレスを実現！

文書行政課

固定観念に捉われない！
要綱改正方法の変更

発表者:萩原、奥冨、晴佐久、大澤
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地方自治法
第２条第１４項 地方公共団体は、その事務
を処理するに当つては、住民の福祉の増進に
努めるとともに、

最少の経費で最大の効果を挙げるよう

にしなければならない。

明治維新以来、我が国の法改正は「改め文方式」。
しかし、「改め文」のみでは、改正により条文がどう
変更されているかがひと目で分かりにくいため、
「新旧対照表」をセットで作成するのが伝統。

所沢市の要綱改正でも「改め文」＋「新旧対照表」が
「当たり前」だった・・・

固定観念に捉われない！
要綱改正方法の変更

固定観念を打ち破れ！

でも

要綱改正は「新旧対照表」のみに変更！

最小の経費とは、

思い切って「やめる」
ことも含むのでは？

ここで

<a href="https://storyset.com/people">People illustrations by Storyset</a>

結論

年間労働時間600時間の削減＋ペーパーレスが実現！
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2 改善の内容

若者から聞いてみた結果を庁内に共有し、アイデア
を募集した。
若者の声、庁内での照会結果をもとに若者のニーズ
にあった情報を配信！！

1 改善のきっかけ

LINEを活用し若者向けの情報を配信してきた。
しかしこの情報は若者が求めている情報なのだろう
か、市が伝えたい情報を流し相手に伝えた気になっ
ているのではないか。と考え、若者がどんな情報を
もとめているか直接若者に聞いてみることにした。

3 改善の効果

配信後に利用者が増えた等担当課から嬉しい報告が
寄せられた。
またアンケート形式を紙媒体→LINEに変更したとこ
ろ回答数が倍以上に増え、“若者に届いている”事を
実感した。

こども政策課

届け！！！
情報発信するうえで大事なこと

発表者:中村、川名、木下、奥
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LINEを活用し
若者向けの情報を配信してきたが
若者に伝わってイルカ？

若者の声、
庁内の協力を得て
配信内容を
見直してみました！

伝えたい情報だけを流していない
ですか

どんな情報を求めているか知ってい
ますか

所沢市こども・若者情報チャンネル

友だち追加
よろしくお願いします！
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2 改善の内容

• デザインのスキルを生かし、課内のチラシ作成を
サポート

• 所属を飛び出し、職員課と連携して「職員向けチ
ラシデザイン研修」を開催

• デザインの相談を引き受ける「お助け人登録制
度」に登録

1 改善のきっかけ

イベントや事業ごとにさまざまなチラシを作ってい
るマチごとエコタウン推進課。慣れないチラシ作成
に苦戦しながらも出来上がったのは、文字だらけで
いかにも「役所っぽい」チラシ…。「時間をかけた
のにこれじゃ伝えたいことが伝わらない…！」そん
な担当者の苦悩を解消するべく、改善を始めた。

3 改善の効果

• 事業担当者のチラシ作成の負担を軽減！
• 分かりやすいデザインで、見栄えだけでなく「伝
わる」チラシに！

• 職員研修で庁内のデザイン力を底上げしつつ、お
助け人登録制度で各課のお困りに随時対応！

マチごとエコタウン推進課

“役所っぽい”から”伝わる”チラシへ

発表者:宮﨑 快
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さらに

得意なデザインのスキルを生かして

課内のチラシデザインをサポート！

職員へのデザイン研修・お助け人登録制度で

全庁のチラシを「伝わる」チラシに！

正直、事業の企画や調整に時間を使いたい…

チラシなんて作ったことないし…

作ってみたけど文字ばっかりでなんか微妙…

担当者の苦労…

デザインが得意な職員が

チラシ作成を代行！

チラシ作成以外の

膨大な事務

不慣れなチラシ作成

文字だらけの

役所っぽいデザイン

Before

他の事務に

時間を使える！

チラシ案がなくても

ゼロから代行！

見栄えと

分かりやすさがUP！

After

SOLUTION

イベントや事業の周知のたびに

時間と労力がかかるチラシ作成

ISSUE
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2 改善の内容

PIAZZA社と連携協定を締結。市が提供した紙のイ
ベントチラシを生成AIがデジタル化し、「チラデ
ジ」に掲載。負荷なく一つのWEBサイトにイベント
をまとめられるように。市民の方も掲載可！

1 改善のきっかけ

市の情報発信への満足度は55.8％（18～29歳では
29.2％）。かつ市民が最も求めているのは「イベン
ト情報」。つまり、埋もれている魅力的なイベント
の情報発信を強化すると、住民満足度がアップ！

3 改善の効果

掲載者▶既存のチラシを送るだけで手間なく掲載
利用者▶一つのサイトで完結して便利
両 者▶需要と供給がマッチして、WinWin♪
市 ▶所沢市の魅力を再発見＆シビックプライド

の醸成＆地域の活性化↑↑

広報課

自治体DXサービス
「チラデジ」の活用

発表者:野畑,齋藤,島田
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はじめました。

広報マスコット
ひばりちゃん

その悩み、チラデジ にお任せください！

イベント情報が
まとまってる！

市民が欲しい情報

1位 イベント情報

イベントの集客に
つながるかも！

日付・駅・カテゴリ
で検索できる！

生成AIが紙のチラシ
を楽々デジタル化！

チラデジ 情報掲載用

市の情報発信に
満足している

19～29歳の市民は

約30％

だけ。

こ

参考：所沢市市民意識調査、自治体広報戦略のあり方に関する調査研究

チラデジで
もっと所沢を

盛り上げたいね！
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2 改善の内容

ひと口にキャンプといっても、ソロ・家族・友達な
ど利用者の参加人数によって求められる区画の広さ
は異なるものであった。所謂 “ニーズの多様化” で
ある。
そういった “ニーズの多様化“ に適合するため、
広さがそれぞれ違う『使い方いろいろ“新区画割”』
を整備した。

1 改善のきっかけ

R4年3月に完成した公園『所沢カルチャーパーク』。
大型遊具&キャンプ場で普段にぎわっていますが、
キャンプ場利用者から改善のご意見がちらほらと...
そこから『キャンプ場』にフォーカス。
改善することにした。

3 改善の効果

利用者トラブルの減少、リピーターの増加に見られ
る満足度向上などの効果があった。
また利用者から『使いやすくなった』など
お褒めの言葉も頂戴し、職員の意欲も向上した。

公園課

さぁ！魅力あふれる
カルチャーパークへ
～our approach to make Culture park better～

発表者:吉田、山内、村越、吉川、森本
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でも・・ 大人数で
試したらせまくね？

無 料

駐車場からのアクセス
良 好

専用炊事場
ｱ ﾘ

規
模
別
に
区
画
割
を

作
り
直
し
た
！

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
で

ど
な
た
さ
ま
で
も
見
や
す
い
！

変
え

い る
ま な
だ ら
！

8m

8m

8m

12
m

こんな
自由な

使い方だって
できちゃう！
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2 改善の内容

学習会では、機器の準備からビデオの再生まで総務
課で行っていたため、 1日２回、2日間で計4回が限
界であったが、ビデオの再生を職員に任せることで、
1日13回、2日間で26回開催することができた。

1 改善のきっかけ

ワーク・ライフ・バランスの充実のために、職員の
健康増進を図りたい、そのためには、例年60％程の
安全衛生ビデオ学習会の参加率を改善したいと考え
た。

3 改善の効果

平均参加率が、73％と例年に比べ、13％増加した。
他にも、次の学習会の内容について積極的に要望が
あがるなど、職員の意識に変化もみられた。

上下水道局総務課

安全衛生ビデオ学習会
～視聴時間の自由化～

発表者:石井,田中,佐藤
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負 担
（毎回の説明や再生）

負 担
（定刻での視聴）

Ｗｉｎ -Ｗｉｎ

時間という概念からの解放

定刻を廃止し、１日中視聴可能に！
⇓

隙間時間に自身で再生し視聴ができる。

【事務局】 【上下水道局職員】

参加率ＵＰ⇑ 事務負担の軽減 職員の意識改善

コスト０で

【事務局】 【上下水道局職員】

時
間
調
整

不
要

事
務
負
担

軽
減
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2 改善の内容

地域の医療、介護機関の職員を招いて地域交流会を
開催し、医師の講演や看護師による事例発表を行っ
た。また、院内においては、急性期一般病床の一部
を地域包括ケア病床に転床するなどしてベッドの効
率性を高めた。

1 改善のきっかけ

入院収益を増やし、安定した病院経営を図りたい。
そのために、『病床利用率の向上』を目標に掲げる
とともに、関係機関に市民医療センターの病棟の特
色や役割を知ってもらおうと考えた。

3 改善の効果

地域の医療機関などからの入院・転院患者が増え、
病床利用率が上昇し、病院経営が改善された。入院
患者が増えたことにより、看護師の業務負担は増え
たが、病棟に活気が出て、働く意欲が増した。

市民医療センター

病床利用率向上への取組み

発表者:吉田（裕）,四方,吉田（陽）
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2 改善の内容

・3課の担当が楽しんで投稿
→担当が楽しむことで見ている人も楽しく♪

・プロアカウント化によるインサイト数値の可視化
→フォロワー数やインプレッション数を数値化することで
どんな情報が求められるか明確化！

・カジュアルな投稿で投稿数を増加
→より多くの情報を市民に向けて発信することが可能に！

1 改善のきっかけ

市民向け情報発信SNSとしてイベント情報や所沢の
“旬”な情報を発信しても「フォロワー数」・「いい
ね数」が伸びない…
我々の情報は、発信しているだけで本当に市民へ届
いているのだろうか！？

3 改善の効果

フォロワー数が約７か月で２倍以上
投稿数・いいね数の増加
担当者のモチベーションアップ！

産業経済部

３課共同運営SNS
ところんぶす
“３課”寄れば文殊の知恵

発表者：望月、利根川、島田、新井、高松、大江
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2 改善の内容
所沢市にある障害者が働く施設のうち、動画編集を
得意とする施設を探し、役割分担などを調整し、動
画編集をお願いしたところ、素晴らしい作品を作成
してもらうことができた。

1 改善のきっかけ
手話を広く周知するため、「手話トーク」と称した
動画を市職員が編集し公表していたが、編集作業に
多大な時間と労力がかかり、他の業務が滞ることが
あったため、編集の効率化などを検討していたとこ
ろ、ある病院では障害のある方に依頼して編集作業
を仕事として行っていることを知った。

3 改善の効果
職員は本来取り組むべき業務に集中することができ
た。そして、障害者の社会参加の機会を提供するこ
とができ、作品を通じて、障害者も素晴らしい仕事
ができるという、障害者への理解を広めることに繋
がった。

障害福祉課

障害者施設との協力による動画編集
の外部化

発表者:加藤（慶）・加藤（陽）
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ＢＥＦＯＲＥ

ＡＦＴＥＲ

動画編集のプロセスの変革がもたらす効果

・ＩＣＴの活用、他
・仲間の意識の変化

・繋がり
・周知
・連携
・協力
・共同作業

所沢市

就労支援事業所 共生社会

・繋がり
・周知
・理解

・繋がり
・理解
・連携

・編集作業
・業務の滞り
・動画の公開etc

一方通行だと・・・ 繋がりや理解が
弱い

所沢市

社会
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2 改善の内容

スマホのプロである「学生」たちをボランティアと
して募り、スマホの相談会を実施した。
募集に際しては、kintone及びFormbrigeを用いるこ
とで、職員も学生も楽々スムーズに事務や応募を行
うことができた。

1 改善のきっかけ

DXの推進に伴い、シニア世代を中心としてデジタル
デバイド問題が発生している。実際に県のとある事
業がアプリを用いる様になった際、まちセンの窓口
には悲鳴を上げる市民が多く押し寄せた。
これをきっかけとして、当事業は始まった。

3 改善の効果

高齢者 …スマホのお悩み解決、世代間交流
学 生 …社会経験、地域貢献、世代間交流
まちセン…情報格差解決、地域振興
以上のwin-win-winがゼロ予算かつ職員負担ほぼな
しで実現した！

富岡まちづくりセンター

スマホは世代を繋ぐ架け橋！
富岡シニアスマホ学園

発表者:西村、関口
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ここは所沢某所 それぞれこんな悩みを抱えていました・・・

ま
ち
セ
ン

スマホ講座を開きた
いけど、職員の人数
も予算もスマホの
スキルも足りない

講
師
は
ど
う

し
た
ら
い
い

ん
だ 〇〇講座

申込はこ
ちらから

参加したい事業が
あっても申し込み
ができない

高
齢
者

スマホはあるけど
使い方がわからない

学
生

※学生の時に力をいれたこと

就職活動にも使えるし
ボランティア活動が
したい

※ガクチカは？

これといった
特技はないけど、
何かボラやりたいな
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み
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私
が
解
決

し
て
や
ろ
う
！

そ
こ
に
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の
が
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ン
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ン
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込
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ト
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簡
単
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作
れ
る
！

申
込
情
報
が
自
動
で

デ
ー
タ
化
！

名
簿
も
簡
単
に
作
れ

る
！

ま
ち
セ
ン

学
生

ス
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ホ
で
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単
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申
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、
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扱
い
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ら
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意
♪
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ン
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使
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た
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果

そ
の
後

WIN 3✖

こ
う
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て
学
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募
集
し
、
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シ
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ア
ス
マ
ホ
学

園
」
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ま
し
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違
う
イ
ベ

ン
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お

願
い
し
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う
♪

「
参
加
し
ま
す
」

で
送
信
！

ダ
メ
な
ら

断
る
の
も
簡
単
だ
し

ま
ち
セ
ン

学
生

スマホの悩み解決
世代間交流

学生ボラ 社会貢献
地域貢献
世代間交流

地域振興
情報格差解決

結
果
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2 改善の内容

2階コミュニティホールと1階談話コーナーの空き
スペースに自習や作業ができる空間を作成した。
朝から夜まで申請や登録不要で利用することがで
きるため、学生も気軽に訪れることのできる環境
にした。

1 改善のきっかけ

3 改善の効果

社会教育課

簡単リノベで空間活用！
学習スペース(仮)

発表者:永友、小林

生涯学習推進センターの利用者の主な年齢層は高
く、若い世代の利用が少ない状況であった。
この現状を改善し、幅広い世代で利用できる場所
にしていきたいと考えたことがきっかけである。

学校・仕事帰りの学生・社会人が利用するため、
若い世代の施設使用者が増加した。
未活用のスペースを工夫することによって無駄な
空間を減らすことができた。
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簡単リノベで空間活用!

学習スペース(仮)

創意工夫＆資源活用＆計画力

ちょっとしたスキマスペース
施設の中に必ずあるハズ…！

気軽に立ち寄れる学習スペースに
コスト0 職員の負担0で！

スタイルに合わせて利用できる２か所のブース！

１階
談話コーナー横

２階
コミュニティホール

利用時間：午前９時～午後９時

利用時間：午前９時～午後５時

利用方法：窓口で番号札を受け
取り、退室時に返却

申込不要・飲食可能

祝日、年末年始除く毎日

実施日

３０



“一人一改善”表彰事例

優秀賞

『竣工届の提出のオンライン化』
道路維持課 北岡主任

【概要】
道路占用工事完了後に提出される「竣工

届」を、電子申請システムを用いてオンラ
インで提出できるようにした。

☆一人一改善とは☆
一人一改善は、自分の業務に関する改善の取組み
のことです。
各職場における個人やグループでの業務改善事例
（工夫して実践できた事例）を集め、庁内で情報を
共有し、他の所属でも参考になる事例は推奨事例
として改善を広めています。
今年は優秀賞１事例、奨励賞２事例となりました。
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奨励賞

『庁内公用申請書の統一化』
市民課 前原主任

近藤主事

【概要】
市民課で受ける住民票・戸籍謄本・戸籍の附票の申

請書について、別々に用意していた申請書を１つの様
式にまとめ、また、パソコンでの入力・印刷を可能に
した。

奨励賞

『牛乳パックのストローレス化を進めた』
保健給食課 西村栄養士

【概要】
児童生徒の環境・資源保護の意識を高める取り組み

として、学校給食の牛乳にストローレスパックを導入。
児童生徒の自主性を尊重し、ストローレスにするかど
うかを選択できるようにした。
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“職員提案”表彰事例

優秀賞

『ネーミングライツについて
統一方針の導入を』

建設総務課 荒幡主任

【概要】
企業が宣伝のためにお金を払って公共施

設に自社の名前やブランド名などをつける
「ネーミングライツ」を導入し、安定した
歳入を増やす。

☆職員提案とは☆
本市の行う事務に関し、広く提案を求めることにより、
職員の事務改善意欲を高めるとともに、効率的な行政運
営に資することを目的としています。
また職員提案は、「事務能率の向上」「市民サービスの
向上」「経費の削減」「収入の増加」「環境保全又は環
境負荷の軽減」といった視点で、市の行う事務のすべて
の部門について、いつでも単独又は共同で行うことがで
きます。
今年は優秀賞１事例、奨励賞２事例となりました。
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奨励賞

『来たりくる有事、現実的に備えるために』
契約課 木村主任

【概要】
有事の際に開設される避難所の参集職員について、

避難所の近隣に居住する職員を配置し、有事の際に迅
速かつ適切な対応ができる体制を整える。

奨励賞

『いざその時に備えた知識をつける！
予算・財務関連事務研修の実施』

マチごとエコタウン推進課 栗林主任

【概要】
一定の職位になるとどの部署でも必要になる予算

関連事務について、早いうちから知識を持ち、ス
ムーズに実務をこなせるよう、主査・主任、さらに
希望があれば主事に対して、予算や財務関連事務の
研修を実施する。

３４
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令和６年度有言実行推進委員会
◎・・・各役割のリーダー

No. 所属 職名 氏名 役割

１ 議会事務局 主任 並木 大和 広報

２ 選挙管理委員会事務局 主任 西原 萩子 ◎審査

３ 資産税課 主任 大月 将也 サブリーダー

４ 柳瀬まちづくりセンター 主事 下馬場 裕斗 リーダー

５ 高齢者支援課 主事 河野 勇暉 管財

６ 保育幼稚園課 主任 石井 友美 ◎管財

７ 健康づくり支援課 主任 三好 優菜 審査

８ 環境対策課 主任 東條 史織 企画

９ 農業振興課 主任 加藤 建 ◎企画

１０ 所沢駅西口区画整理事務所 主任 山田 智花 広報

１１ 道路建設課 主任 佐藤 翔太 ◎司会

１２ 市民医療センター放射線科 技師 松村 彩恵 審査

１３ 経営課 主事 久保 未来音 司会

１４ スポーツ振興課 主任 青木 陽平 広報

１５ スポーツ振興課 主事 松山 佳樹 ◎広報

事務局

経営企画課
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発行 有言実行推進委員会
企画 所沢市経営企画部経営企画課

第２０回


